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テーマは、トラブルの早期発見と未然防止 

     
なぜ、トラブルはなくならないのか？ 

何故、組織は同じ失敗を繰り返すのか？ 
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「物作り」 の話し 

｡｡｡何を考案したか？ 



 なぜ、トラブルは起きるか？ 

答え⇒ 「トラブルの芽」が発生していても 

その事象を問題と思わず、放置するから 

つまり、問題を問題と認識しないから！ 

 何故、組織は同じ失敗を繰り返すのか？ 

答え⇒ トラブル情報を共有する仕組みを 

構築していないから 



 解決策 

⇒ 問題として認識すべき 「トラブル事象」 

 を組織内へ伝える（展開する） 

 では、どうやって伝えるか？ 

⇒ 「トラブルの問題構造」 と共に 

「トラブル事象」 を具体的な文章で表現する 
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Ｂ１．モチベーション障害 Ｃ２．手戻り障害
①役割り不履行 ⑪顧客からのＰＬ（ＰＭ）変更要請 ①品質に対する顧客クレーム ①機能漏れ ⑦データ破壊 ①要件ヒアリングやり直し
②顧客からの叱咤によるＰＬ萎縮 ⑫顧客からの新たな報告資料の要請 ②本番リリース漏れ ②業務効率低下 ⑧障害回復不能 ②要件定義やり直し
③ＰＬ（ＰＭ）への不信感 ⑬場当たり的な事後対処 ③頻発する仕様変更対応 ③性能不良 ⑨運用要件見落とし ③設計やり直し
④ＰＬとメンバ間に壁発生 ⑭課題放置／未整理 ④無秩序なＢｕｇ対応 ④キャパシティ不良 ⑩保守要件見落とし ④製造作り直し
⑤人間関係不良 ⑮作業漏れのリカバリー対応で忙殺 ⑤多発する前工程の障害 ⑤操作性不統一 ⑪災害／障害対策不備 ⑤設計変更
⑥低いモチベーション ⑯タスクの属人化 ⑥多発する類似障害 ⑥無応答 ⑫セキュリティ対策不備 ⑥デグレード
⑦低いセルフエスティーム ⑰疲弊による単純ミスの増加 ⑦品質問題による検収ＮＧ ⑦仕様変更の修正誤り
⑧鬱病状態 ⑱顧客からメンバーへの直接指示 ⑧リリース判定ＮＧ/不良 ⑧流用ソフトの修正誤り

⑲必要な顧客対峙の未実施 ⑨遅延に対する顧客クレーム
⑳（納品後）他Ｐｒｊにアサイン不可な瑕疵対応 ⑩マスタースケジュール変更

Ｄ１．オーナーシップ欠陥（ＰＭ） Ｄ２．オーナーシップ欠陥（ＰＬ） Ｄ４．プロセス欠陥 Ｅ１．検証欠陥 Ｅ２．保守性欠陥 Ｅ３．実装欠陥（製造） Ｅ４．実装欠陥（環境設定）
①プロジェクトの危険信号見逃し ①タスクの無茶振り ①変更受入れ承認レビュー不良 ①テスト項目漏れ ①標準化/規約違反 ①代入/初期化不良 ①データ/テーブル定義不良
②対会社関係の構築不足 ②メンバースキルに合わないタスク割り当て ②納得感のない品質報告 ②テスト項目解釈間違い ②コードのスパゲティ化 ②チェック処理不良 ②データ/テーブル値設定不良
③プロジェクトを止める判断の欠落 ③ＷＢＳに無いタスクの指示 ③レビューアのスキル不足 ③テスト見逃し ③デッドコードの発生 ③業務ロジック実装不良 ③環境設定不良
④ステアリングコミッティ未開催 ④メンバーへの遅延対策のごり押し依頼 ④未対応障害の積み残し増加 ④テストデータ不良 ④制御ロジック実装不良 ④構成管理操作不良
⑤メンバー投入遅延 ⑤休出前提でのタスク依頼 ⑤計画漏れタスクの発生 ⑤テスト環境不良 ⑤セキュリティ実装コード不良 ⑤パッケージ・パラメタ設定不良
⑥提案書レビューの未実施 ⑥メンバー任せの問題解決 ⑥WBS不活用 ⑥テスト結果のエビデンス不良 ⑥信頼性実装コード不良
⑦プロジェクト計画レビューの未実施 ⑦メンバー放置 ⑦期日が無理なＷＢＳ ⑦テスト結果エビデンスの見落とし ⑦性能実装コード不良
⑧キックオフＭｔｇへの不参加 ⑧メンバーの高ストレス放置 ⑧頻発するＷＢＳ組み直し ⑧コードレビュー見逃し
⑨工程通過判定会議の未開催 ⑨ＢＰまかせのタスク管理 ⑨タスクの進捗遅延

⑩プロジェクト振返りの未実施 ⑩営業との連携不足 ⑩計画の倍の工数が掛かるタスク発生

⑪エスカレーション不足 ⑪進捗がないタスク発生

⑫方針決定の遅延 ⑫不透明な進捗報告

Ｄ３．オーナーシップ欠陥（メンバー） ⑬課題／障害の長期滞留 ⑬進捗の定量把握未実施 Ｆ１．品質保証欠陥 Ｆ２．開発ルール欠陥 Ｆ４．論理設計欠陥 Ｆ５．物理設計欠陥
①標準より低い生産性 ⑭不充分な体制強化 ⑭形骸化した進捗ミーティング ①レビュー未実施 ①正しい仕様の未記載 ①要件定義書との不整合 ①他の設計書との不整合
②報連相の不足 ⑮計画なしの過剰工数投入 ⑮ヘルプ要員での遅延対応 ②レビュー観点漏れ ②設計書の未作成 ②実装方式不良 ②方式実装ロジックの不良
③プロジェクト一体感の欠如 ⑯スケジュール遅延の認識不足 ⑯待機工数の発生 ③レビュー見逃し ③設計標準の未整備 ③設計書標準不良 ③環境バリエーションの考慮不良
④長時間残業／休日出勤 ⑰遅延原因の聞き込み未実施 ⑰ＰＬのパンク状態 ④レビュー時間不足 ④設計書記述レベルの不揃い ④機能設計不良 ④部品化/ＩＤ化の不良
⑤休日出勤前提でのタスク実施 ⑱遅延原因の分析放棄 ⑱顧客対応で忙殺 ⑤有識レビューアの欠席 ⑤仕様変更の設計書反映漏れ ⑤データ項目設計不良 ⑤部品設計の不良
⑥問題の抱え込み ⑲工程終了時の見積りトラッキング未実施 ⑲顧客指摘の横展開未実施 ⑥テスト計画書の項目漏れ ⑥手順書の未作成 ⑥DB設計不良 ⑥業務ロジック不良
⑦タスクの安請負い ⑳追加見積りの交渉遅延 ⑳顧客への説明/報告不足 ⑦テスト観点漏れ ⑦インタフェース設計不良 ⑦ＤＢ設計不良

⑧テクニカルスキル習得不足 ㉑スコープ外のタスク実施 ㉑顧客との窓口設定不良 ⑧テストシナリオ不良 Ｆ３．要件定義欠陥 ⑧レイアウト設計不良 ⑧領域間インタフェース不良

⑨コミュニケーションスキル習得不足 ㉒契約前工程のタスクの実施 ㉒顧客担当の巻込み不足 ⑨欠陥分析未実施 ①ビジネスルールの把握不良 ⑨入出力設計不良 ⑨セキュリティ実装ロジック不良
㉓納品物の認識齟齬 ㉓ユーザー部門の巻込み不足 ⑩品質の定量把握未実施 ②業務バリエーションの把握不良 ⑩処理前提（制約）不良 ⑩信頼性実装ロジック不良
㉔仕様変更ルールの取決め不足 ㉔変更と障害の切り分け未実施 ⑪成果物の誤字脱字日本語間違い ③利用条件の把握不良 ⑪セキュリティ設計不良 ⑪性能実装ロジック不良
㉕無償でやらざるを得ない仕様変更対応 ㉕ベースライン未設定 ④システム構成の把握不良 ⑫信頼性設計不良 ⑫標準化/規約不良

㉖進捗/課題の情報共有不足 ⑤外部 Ｉ/Ｆの捕捉不良 ⑬性能設計不良 ⑬標準化/規約違反
㉗内部リリース判定未実施 ⑥実装機能の洗い出し不良 ⑭標準化/規約策定不良 ⑭リラン/リスタート手順の不良
㉘段取り不足のタスク実施 ⑦使用性要件の設定不良 ⑮標準化/規約違反 ⑮ログ出力ロジックの不良
㉙経験者のスキルトランスファー不足 ⑧セキュリティ要件の設定不良 ⑯設計変更不良 ⑯リソース容量見積り不良
㉚移行データ調査不足 ⑨信頼性要件の設定不良 ⑰ジョブネット定義の不良 ⑰処理時間見積り不良
㉛会議時間延長の常態化 ⑩性能（効率性）要件の設定不良 ⑱起こりうる障害の洗い出し不良 ⑱Ｈ/Ｗ選定スペック見積り不良

⑪データ量/利用者数の把握不良 ⑲バックアップ/リカバリ設計不良
⑫ドキュメント記述不良
⑬パッケージ・バージョン選定不良
⑭基本ソフト／ツールの選定誤り

Ｇ１．対外マネジメント・ミス Ｇ２．計画ミス Ｇ３．プロジェクト運営ミス Ｇ４．品質保証ミス Ｇ５．コミュニケーション・ミス Ｇ６．開発プロセス・ミス Ｇ７．トレーニング・ミス
①顧客見積りミス ①無謀なマスタースケジュール ①担当変更による知識欠落 ①レビュー計画不良 ①解決した問題の共有漏れ ①要件/仕様のヒアリング不足 ①実装技術の習熟不足
②顧客側工程定義の確認漏れ ②WBS作成遅延 ②計画文書の作成時間不足 ②レビュー準備不足 ②仕様変更の伝達漏れ ②要件/仕様の理解不足 ②標準化/規約の理解不足
③曖昧なスコープ設定 ③必要なタスクの見落とし ③計画書の未改訂／未使用 ③チェックリストの形骸化 ③指摘事項の反映漏れ/間違い ③対象業務の理解不足 ③実装環境の理解不足
④成果物スコープの見誤り ④WBS網羅性不良 ④感覚レベルの進捗管理 ④テスト計画不良 ④プロジェクト計画の共有漏れ ④業務ロジックの文書化漏れ ④メンバー習得スキルの把握不足
⑤役割りスコープの合意漏れ ⑤開発プラットフォーム習熟工数の見積りミス ⑤課題／リスクの抽出漏れ ⑤機能別難易度の設定不良 ⑤ゴールの共有の未実施 ⑤非機能要件の設計漏れ ⑤必要スキルの洗い出し不足
⑥重要ステークホルダ見落とし ⑥ソース解析工数の読み間違い ⑥要件変更未整理 ⑥メトリクス収集不良 ⑥プロジェクトルールの文書化漏れ ⑥仕様の勘違い（思い込み） ⑥開発標準の不徹底
⑦顧客との合意漏れ ⑦移行元データ調査不足 ⑦文書フォルダ未整備 ⑦品質目標の未設定 ⑦キックオフＭｔｇの議題不良 ⑦仕様の理解不足（認識不足） ⑦テスト方法の不徹底
⑧現行仕様と同じという合意 ⑧経験者前提の見積り ⑧成果物へのバージョン未設定 ⑧ＳＱＡ指摘不良 ⑧メンバーの士気を下げるＰＬ言動 ⑧調査検討不足
⑨前提変化の見逃し ⑨進捗管理指標の未設定 ⑨採算のどんぶり勘定把握 ⑨メンバーが理不尽と感じるＰＬ指示 ⑨利用ソフトの調査不足
⑩顧客状況変化の見逃し ⑩脆弱なマネジメント体制 ⑩必要書類の作成遅延 ⑩新規メンバーへのフォロー不足 ⑩影響範囲の調査漏れ
⑪オーバーコミットメント ⑪脆弱なメンバ体制 ⑪溢れタスクのＰＬ引取り ⑪高負荷メンバーへのフォロー不足 ⑪実装方式設計の未実施
⑫手順を踏まない仕様承認依頼 ⑫不適格なメンバーアサイン ⑫場を凍らすメンバー叱咤 ⑫実装方式の設計漏れ
⑬必要事項の交渉漏れ ⑬形式的な役割り定義 ⑬本番データの理解不足

⑭必要な会議体の設定漏れ
⑮報告ルート未定義
⑯構成管理の計画未実施

Ｈ１．制約条件 Ｈ２．ＰＬ意識疾患 Ｈ４．チーム作り疾患 Ｈ５．開発プロセス疾患 Ｈ６．不可抗力
①既存設計書不在 ①品質意識欠乏症 ①品質マネジメント欠乏症 ⑨リスク管理欠乏症 ①ゴール共有欠乏症 ①開発方法論欠乏症 ①顧客のマネジメント不良
②既存設計書不良 ②規模観欠乏症 ②定量管理意識欠乏症 ⑩外注化計画策定欠乏症 ②ミーティング設計欠乏症 ②標準化観点欠乏症 ②顧客の発注意識不良
③要件/仕様の曖昧さ ③重要度バランス失調症 ③レビュー意識欠乏症 ⑪技術習得欠乏症 ③チーム統率欠乏症 ③要求獲得欠乏症 ③顧客のスキル不足によるタスク発生
④要件/仕様の変更 ④顧客依存症 ④テスト計画策定欠乏症 ⑫変更管理失調症 ④チームビルド失調症 ④業務ルール文書化欠乏症 ④無理を通してくる顧客担当
⑤要件/仕様の取決め遅延 ⑤パートナー依存症 ⑤ＳＱＡ監査ノウハウ欠乏症 ⑬要件管理失調症 ⑤課題管理失調症 ⑤業務ロジック文書化欠乏症 ⑤関連するスコープ外タスクの遅延
⑥妥当性のない非機能要件の許容値 ⑥納期意識過剰症 ⑥プロジェクト計画策定欠乏症 ⑭構成管理失調症 ⑥メンバ配慮欠乏症 ⑥要件定義プロセス理解欠乏症 ⑥顧客からのスコープ外タスク依頼
⑦シビアな納期 ⑦成功体験過信症 ⑦進捗管理観点欠乏症 ⑮スコープ管理観点欠乏症 ⑦メンバ育成欠乏症 ⑦方式設計欠乏症 ⑦顧客都合のプロジェクト方針変更
⑧予算不足（見積りミス） ⑧請負い意識欠乏症 ⑧データ移行観点欠乏症 ⑯顧客理解欠乏症 ⑧信頼性設計欠乏症 ⑧開発場所分離
⑨選定誤りのツール指定 ⑨問題感受性欠乏症 ⑨設計プロセス理解欠乏症 ⑨メンバーの体調不良
⑩体制作りが不十分な立上げ ⑩製造プロセス理解欠乏症

⑪検証プロセス理解欠乏症
⑫トレーニング視点欠乏症

Ｈ．根本原因　（６３事象）

根
本
原
因

Ｈ３．マネジメント疾患

最初からある事象 プロジェクトを失敗に陥れる事象　（４大疾患） 開始後に起こる事象

原
因

Ｆ．エンジニアリング欠陥　（６２事象）

誘
発
要
因

（欠陥見逃し原因） （欠陥作り込み原因）

早期発見

失敗確認
事象

（咳・鼻水）

Ｇ．プロセスミス　（８０事象）

背
景
要
因 再

発
防
止
・
未
然
防
止
対
象未然防止

根本対処
事象

（病因）

Ｃ１．利用者障害

自力是正

報告/相談
事象

（発熱）

Ｄ．プロジェクト欠陥　（７４事象） Ｅ．成果物欠陥　（３０事象）

直
接
原
因

応
急
処
置
対
象

応
急
処
置
／
再
発
防
止
の
対
象

（
症
状

）

重症度 問題として捉える必要のある事象　（３６７事象） 因果関係

トラブル
（危篤）

現
象

第３者介入

立て直し
事象

（脱水状態）

Ｂ．プロジェクト障害　（２８事象） Ｃ．成果物障害　（２０事象）

Ｂ２．プロジェクト障害

③プロジェクト中断 ⑥納期遅延 ⑦本番誤操作 ⑩本番システム障害⑤コスト超過②取引き停止 ⑨品質強化要請①メンバー離脱 ⑧Ｇｏａｌが見えない障害対応

【背景色の表記】

Ｑuality事象

Ｄelivery事象

ＱＤ以外の事象

④品質起因での無償業務代行Ａ

Ｈ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｇ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

問題構造ＭＡＰに、 

から３６７個のトラブル事象を抽出し、ID化 して 

当てはめ、 プロジェクト健康診断_問診票 を作成！ 



トラブルの「問題構造」 
トラブル 

プロジェクト 

問題 

成果物   

問題  

失敗（プロセスミス） 

トラブルの根本原因 

「問題構造」が異なるため 
別々に解説する 



プロジェクト問題は「重症度により変わる事象を全て文章にする」 

重症度 事象 

トラブル 

プロジェクト 
障害 

プロジェクト 
欠陥 

プロセス 
ミス 

根本原因 

納期遅延 

場当たり的な事後対処 無秩序なＢｕｇ対応 

ベースライン未設定 

課題／障害の長期滞留 

納品物の認識齟齬 

要件変更未整理 顧客との合意漏れ 

要件／仕様の変更 要件管理失調症 



重症度の見出しは、行動に結び付く表現にする 

重症度 事象 

トラブル 

（第３者介入） 
立て直し事象 

 

（自力是正） 
報告/相談 

事象 
 

（早期発見） 
失敗確認 

事象 
 

（未然防止） 
根本対処事象 

 

納期遅延 

場当たり的な事後対処 無秩序なＢｕｇ対応 

ベースライン未設定 

課題／障害の長期滞留 

納品物の認識齟齬 

要件変更未整理 顧客との合意漏れ 

要件／仕様の変更 要件管理失調症 



病気で例えると。。。 

重症度 事象 

トラブル 

（第３者介入） 
立て直し事象 

脱水症状 

（自力是正） 
報告/相談 

事象 
発熱 

（早期発見） 
失敗確認 

事象 
咳・鼻水 

（未然防止） 
根本対処事象 

 

納期遅延 

場当たり的な事後対処 無秩序なＢｕｇ対応 

ベースライン未設定 

課題／障害の長期滞留 

納品物の認識齟齬 

要件変更未整理 顧客との合意漏れ 

要件／仕様の変更 要件管理失調症 



因果関係 事象 

トラブル 

成果物 

障害 

成果物 

欠陥 

エンジニ
アリング 

欠陥 

プロセス 

ミス 

根本原因 

本番システム障害 

機能漏れ 

業務ロジック実装不良 

レビュー観点漏れ 

テスト項目漏れ 

対象業務の理解不足 

要求獲得欠乏症 

成果物問題は「因果関係のある事象を全て文章にする」 

業務バリエーションの把握不良 



因果関係 事象 

トラブル 

現象 

直接原因 

誘発要因 

背景要因 

根本原因 

本番システム障害 

機能漏れ 

業務ロジック実装不良 

レビュー観点漏れ 

テスト項目漏れ 

対象業務の理解不足 

要求獲得欠乏症 

因果関係の見出しは、関係を類推できる表現にする 

業務バリエーションの把握不良 



人生・仕事の結果 ＝ 考え方 × 熱意 × 能力 

トラブルに繋がる考え方に病名を付け、 

改善事項（治療対象）であることを明確に示す！ 

稲盛和夫氏が著書「生き方」で述ベられている数式 

一番重要！ 

根本原因 

Ｈ２．ＰＬ意識疾患 
①品質意識欠乏症 
②規模観欠乏症 
③重要度バランス失調症 
④顧客依存症 
⑤パートナー依存症 
⑦成功体験過信症 
⑨問題感受性欠乏症 

Ｈ４．チーム作り疾患 
①ゴール共有欠乏症 
②ミーティング設計欠乏症 
③チーム統率欠乏症 
④チームビルド失調症 
⑤課題管理失調症 
⑥メンバ配慮欠乏症 
⑦メンバ育成欠乏症 

Ｈ５．開発プロセス疾患 
①開発方法論欠乏症 
②標準化観点欠乏症 
③要求獲得欠乏症 
④業務ルール文書化欠乏症 
⑤業務ロジック文書化欠乏症 
⑥要件定義プロセス理解欠乏症 
⑦方式設計欠乏症 



「コト作り」 の話し 

｡｡｡どんなことが出来るようになったか？ 



 今回できたコト作り 
1. 品質意識の底上げ 

・問題視すべき事象と、その重症度の認識統一 
・問題を放置した場合の悪化症状の認識統一 
・共通の言葉での根本原因の特定 

2. 根本原因分析の定着化 

3. プロジェクト内での自己改善の推進 
・プロジェクト問題を独自で原因分析 
・病気の存在を知ることでの自然治癒 
・プロジェクト内でトラブル事象に対するフィードバック 

4. SQA監査での監査品質の向上 
・プロセスミスのチェックリスト化による「早期発見漏れ」の防止 
・一覧上の事象を指摘することによる、ＰＬとの認識齟齬防止 
・欠陥を中心においての改善方針や優先度の議論 

5. 新たなトラブル情報を組織内展開する仕組みの構築 
・トラブルで発生した新たな事象の展開 



 欠陥を中心に置いた更なるコト作り 

ヒートマップ分析
を行うことで、新
たに３個のコト作
りが可能になる 



現場に伝えたメッセージ 

     

トラブルに繋がることを問題として認識する！ 

① PLが、プロジェクト内のトラブル事象を把握していない！ 

② トラブル事象の重症度を認識していない！ 

③ テスト工程で検出した欠陥を 

プロジェクトの問題として捉えない！ 

④ 成果物の欠陥分析で、「欠陥作り込みの分析」と 

「欠陥見逃しの分析」の両方を行わない！ 

⑤ 「根本原因の除去」をしない！ 

メイン 
メッセージ 

以下を問題として認識すること！ 



QAの方々へ伝えたいメッセージ 

     

自分の組織で発生している 

欠陥を知らないことは、問題！ 

欠陥を中心に置いた 

品質向上策を定着化させない 

ことは、問題！ 



（ＳＷ請負開発用）　プロジェクト健康診断_問診票　Ver 1.3 （ トラブルの早期発見と未然防止 ） 2015/02/13

Ｂ１．モチベーション障害 Ｃ２．手戻り障害
①役割り不履行 ⑪顧客からのＰＬ（ＰＭ）変更要請 ①品質に対する顧客クレーム ①機能漏れ ⑦データ破壊 ①要件ヒアリングやり直し
②顧客からの叱咤によるＰＬ萎縮 ⑫顧客からの新たな報告資料の要請 ②本番リリース漏れ ②業務効率低下 ⑧障害回復不能 ②要件定義やり直し
③ＰＬ（ＰＭ）への不信感 ⑬場当たり的な事後対処 ③頻発する仕様変更対応 ③性能不良 ⑨運用要件見落とし ③設計やり直し
④ＰＬとメンバ間に壁発生 ⑭課題放置／未整理 ④無秩序なＢｕｇ対応 ④キャパシティ不良 ⑩保守要件見落とし ④製造作り直し
⑤人間関係不良 ⑮作業漏れのリカバリー対応で忙殺 ⑤多発する前工程の障害 ⑤操作性不統一 ⑪災害／障害対策不備 ⑤設計変更
⑥低いモチベーション ⑯タスクの属人化 ⑥多発する類似障害 ⑥無応答 ⑫セキュリティ対策不備 ⑥デグレード
⑦低いセルフエスティーム ⑰疲弊による単純ミスの増加 ⑦品質問題による検収ＮＧ ⑦仕様変更の修正誤り
⑧鬱病状態 ⑱顧客からメンバーへの直接指示 ⑧リリース判定ＮＧ/不良 ⑧流用ソフトの修正誤り

⑲必要な顧客対峙の未実施 ⑨遅延に対する顧客クレーム
⑳（納品後）他Ｐｒｊにアサイン不可な瑕疵対応 ⑩マスタースケジュール変更

Ｄ１．オーナーシップ欠陥（ＰＭ） Ｄ２．オーナーシップ欠陥（ＰＬ） Ｄ４．プロセス欠陥 Ｅ１．検証欠陥 Ｅ２．保守性欠陥 Ｅ３．実装欠陥（製造） Ｅ４．実装欠陥（環境設定）
①プロジェクトの危険信号見逃し ①タスクの無茶振り ①変更受入れ承認レビュー不良 ①テスト項目漏れ ①標準化/規約違反 ①代入/初期化不良 ①データ/テーブル定義不良
②対会社関係の構築不足 ②メンバースキルに合わないタスク割り当て ②納得感のない品質報告 ②テスト項目解釈間違い ②コードのスパゲティ化 ②チェック処理不良 ②データ/テーブル値設定不良
③プロジェクトを止める判断の欠落 ③ＷＢＳに無いタスクの指示 ③レビューアのスキル不足 ③テスト見逃し ③デッドコードの発生 ③業務ロジック実装不良 ③環境設定不良
④ステアリングコミッティ未開催 ④メンバーへの遅延対策のごり押し依頼 ④未対応障害の積み残し増加 ④テストデータ不良 ④制御ロジック実装不良 ④構成管理操作不良
⑤メンバー投入遅延 ⑤休出前提でのタスク依頼 ⑤計画漏れタスクの発生 ⑤テスト環境不良 ⑤セキュリティ実装コード不良 ⑤パッケージ・パラメタ設定不良
⑥提案書レビューの未実施 ⑥メンバー任せの問題解決 ⑥WBS不活用 ⑥テスト結果のエビデンス不良 ⑥信頼性実装コード不良
⑦プロジェクト計画レビューの未実施 ⑦メンバー放置 ⑦期日が無理なＷＢＳ ⑦テスト結果エビデンスの見落とし ⑦性能実装コード不良
⑧キックオフＭｔｇへの不参加 ⑧メンバーの高ストレス放置 ⑧頻発するＷＢＳ組み直し ⑧コードレビュー見逃し
⑨工程通過判定会議の未開催 ⑨ＢＰまかせのタスク管理 ⑨タスクの進捗遅延

⑩プロジェクト振返りの未実施 ⑩営業との連携不足 ⑩計画の倍の工数が掛かるタスク発生

⑪エスカレーション不足 ⑪進捗がないタスク発生

⑫方針決定の遅延 ⑫不透明な進捗報告

Ｄ３．オーナーシップ欠陥（メンバー） ⑬課題／障害の長期滞留 ⑬進捗の定量把握未実施 Ｆ１．品質保証欠陥 Ｆ２．開発ルール欠陥 Ｆ４．論理設計欠陥 Ｆ５．物理設計欠陥
①標準より低い生産性 ⑭不充分な体制強化 ⑭形骸化した進捗ミーティング ①レビュー未実施 ①正しい仕様の未記載 ①要件定義書との不整合 ①他の設計書との不整合
②報連相の不足 ⑮計画なしの過剰工数投入 ⑮ヘルプ要員での遅延対応 ②レビュー観点漏れ ②設計書の未作成 ②実装方式不良 ②方式実装ロジックの不良
③プロジェクト一体感の欠如 ⑯スケジュール遅延の認識不足 ⑯待機工数の発生 ③レビュー見逃し ③設計標準の未整備 ③設計書標準不良 ③環境バリエーションの考慮不良
④長時間残業／休日出勤 ⑰遅延原因の聞き込み未実施 ⑰ＰＬのパンク状態 ④レビュー時間不足 ④設計書記述レベルの不揃い ④機能設計不良 ④部品化/ＩＤ化の不良
⑤休日出勤前提でのタスク実施 ⑱遅延原因の分析放棄 ⑱顧客対応で忙殺 ⑤有識レビューアの欠席 ⑤仕様変更の設計書反映漏れ ⑤データ項目設計不良 ⑤部品設計の不良
⑥問題の抱え込み ⑲工程終了時の見積りトラッキング未実施 ⑲顧客指摘の横展開未実施 ⑥テスト計画書の項目漏れ ⑥手順書の未作成 ⑥DB設計不良 ⑥業務ロジック不良
⑦タスクの安請負い ⑳追加見積りの交渉遅延 ⑳顧客への説明/報告不足 ⑦テスト観点漏れ ⑦インタフェース設計不良 ⑦ＤＢ設計不良

⑧テクニカルスキル習得不足 ㉑スコープ外のタスク実施 ㉑顧客との窓口設定不良 ⑧テストシナリオ不良 Ｆ３．要件定義欠陥 ⑧レイアウト設計不良 ⑧領域間インタフェース不良

⑨コミュニケーションスキル習得不足 ㉒契約前工程のタスクの実施 ㉒顧客担当の巻込み不足 ⑨欠陥分析未実施 ①ビジネスルールの把握不良 ⑨入出力設計不良 ⑨セキュリティ実装ロジック不良
㉓納品物の認識齟齬 ㉓ユーザー部門の巻込み不足 ⑩品質の定量把握未実施 ②業務バリエーションの把握不良 ⑩処理前提（制約）不良 ⑩信頼性実装ロジック不良
㉔仕様変更ルールの取決め不足 ㉔変更と障害の切り分け未実施 ⑪成果物の誤字脱字日本語間違い ③利用条件の把握不良 ⑪セキュリティ設計不良 ⑪性能実装ロジック不良
㉕無償でやらざるを得ない仕様変更対応 ㉕ベースライン未設定 ④システム構成の把握不良 ⑫信頼性設計不良 ⑫標準化/規約不良

㉖進捗/課題の情報共有不足 ⑤外部 Ｉ/Ｆの捕捉不良 ⑬性能設計不良 ⑬標準化/規約違反
㉗内部リリース判定未実施 ⑥実装機能の洗い出し不良 ⑭標準化/規約策定不良 ⑭リラン/リスタート手順の不良
㉘段取り不足のタスク実施 ⑦使用性要件の設定不良 ⑮標準化/規約違反 ⑮ログ出力ロジックの不良
㉙経験者のスキルトランスファー不足 ⑧セキュリティ要件の設定不良 ⑯設計変更不良 ⑯リソース容量見積り不良
㉚移行データ調査不足 ⑨信頼性要件の設定不良 ⑰ジョブネット定義の不良 ⑰処理時間見積り不良
㉛会議時間延長の常態化 ⑩性能（効率性）要件の設定不良 ⑱起こりうる障害の洗い出し不良 ⑱Ｈ/Ｗ選定スペック見積り不良

⑪データ量/利用者数の把握不良 ⑲バックアップ/リカバリ設計不良
⑫ドキュメント記述不良
⑬パッケージ・バージョン選定不良
⑭基本ソフト／ツールの選定誤り

Ｇ１．対外マネジメント・ミス Ｇ２．計画ミス Ｇ３．プロジェクト運営ミス Ｇ４．品質保証ミス Ｇ５．コミュニケーション・ミス Ｇ６．開発プロセス・ミス Ｇ７．トレーニング・ミス
①顧客見積りミス ①無謀なマスタースケジュール ①担当変更による知識欠落 ①レビュー計画不良 ①解決した問題の共有漏れ ①要件/仕様のヒアリング不足 ①実装技術の習熟不足
②顧客側工程定義の確認漏れ ②WBS作成遅延 ②計画文書の作成時間不足 ②レビュー準備不足 ②仕様変更の伝達漏れ ②要件/仕様の理解不足 ②標準化/規約の理解不足
③曖昧なスコープ設定 ③必要なタスクの見落とし ③計画書の未改訂／未使用 ③チェックリストの形骸化 ③指摘事項の反映漏れ/間違い ③対象業務の理解不足 ③実装環境の理解不足
④成果物スコープの見誤り ④WBS網羅性不良 ④感覚レベルの進捗管理 ④テスト計画不良 ④プロジェクト計画の共有漏れ ④業務ロジックの文書化漏れ ④メンバー習得スキルの把握不足
⑤役割りスコープの合意漏れ ⑤開発プラットフォーム習熟工数の見積りミス ⑤課題／リスクの抽出漏れ ⑤機能別難易度の設定不良 ⑤ゴールの共有の未実施 ⑤非機能要件の設計漏れ ⑤必要スキルの洗い出し不足
⑥重要ステークホルダ見落とし ⑥ソース解析工数の読み間違い ⑥要件変更未整理 ⑥メトリクス収集不良 ⑥プロジェクトルールの文書化漏れ ⑥仕様の勘違い（思い込み） ⑥開発標準の不徹底
⑦顧客との合意漏れ ⑦移行元データ調査不足 ⑦文書フォルダ未整備 ⑦品質目標の未設定 ⑦キックオフＭｔｇの議題不良 ⑦仕様の理解不足（認識不足） ⑦テスト方法の不徹底
⑧現行仕様と同じという合意 ⑧経験者前提の見積り ⑧成果物へのバージョン未設定 ⑧ＳＱＡ指摘不良 ⑧メンバーの士気を下げるＰＬ言動 ⑧調査検討不足
⑨前提変化の見逃し ⑨進捗管理指標の未設定 ⑨採算のどんぶり勘定把握 ⑨メンバーが理不尽と感じるＰＬ指示 ⑨利用ソフトの調査不足
⑩顧客状況変化の見逃し ⑩脆弱なマネジメント体制 ⑩必要書類の作成遅延 ⑩新規メンバーへのフォロー不足 ⑩影響範囲の調査漏れ
⑪オーバーコミットメント ⑪脆弱なメンバ体制 ⑪溢れタスクのＰＬ引取り ⑪高負荷メンバーへのフォロー不足 ⑪実装方式設計の未実施
⑫手順を踏まない仕様承認依頼 ⑫不適格なメンバーアサイン ⑫場を凍らすメンバー叱咤 ⑫実装方式の設計漏れ
⑬必要事項の交渉漏れ ⑬形式的な役割り定義 ⑬本番データの理解不足

⑭必要な会議体の設定漏れ
⑮報告ルート未定義
⑯構成管理の計画未実施

Ｈ１．制約条件 Ｈ２．ＰＬ意識疾患 Ｈ４．チーム作り疾患 Ｈ５．開発プロセス疾患 Ｈ６．不可抗力
①既存設計書不在 ①品質意識欠乏症 ①品質マネジメント欠乏症 ⑨リスク管理欠乏症 ①ゴール共有欠乏症 ①開発方法論欠乏症 ①顧客のマネジメント不良
②既存設計書不良 ②規模観欠乏症 ②定量管理意識欠乏症 ⑩外注化計画策定欠乏症 ②ミーティング設計欠乏症 ②標準化観点欠乏症 ②顧客の発注意識不良
③要件/仕様の曖昧さ ③重要度バランス失調症 ③レビュー意識欠乏症 ⑪技術習得欠乏症 ③チーム統率欠乏症 ③要求獲得欠乏症 ③顧客のスキル不足によるタスク発生
④要件/仕様の変更 ④顧客依存症 ④テスト計画策定欠乏症 ⑫変更管理失調症 ④チームビルド失調症 ④業務ルール文書化欠乏症 ④無理を通してくる顧客担当
⑤要件/仕様の取決め遅延 ⑤パートナー依存症 ⑤ＳＱＡ監査ノウハウ欠乏症 ⑬要件管理失調症 ⑤課題管理失調症 ⑤業務ロジック文書化欠乏症 ⑤関連するスコープ外タスクの遅延
⑥妥当性のない非機能要件の許容値 ⑥納期意識過剰症 ⑥プロジェクト計画策定欠乏症 ⑭構成管理失調症 ⑥メンバ配慮欠乏症 ⑥要件定義プロセス理解欠乏症 ⑥顧客からのスコープ外タスク依頼
⑦シビアな納期 ⑦成功体験過信症 ⑦進捗管理観点欠乏症 ⑮スコープ管理観点欠乏症 ⑦メンバ育成欠乏症 ⑦方式設計欠乏症 ⑦顧客都合のプロジェクト方針変更
⑧予算不足（見積りミス） ⑧請負い意識欠乏症 ⑧データ移行観点欠乏症 ⑯顧客理解欠乏症 ⑧信頼性設計欠乏症 ⑧開発場所分離
⑨選定誤りのツール指定 ⑨問題感受性欠乏症 ⑨設計プロセス理解欠乏症 ⑨メンバーの体調不良
⑩体制作りが不十分な立上げ ⑩製造プロセス理解欠乏症

⑪検証プロセス理解欠乏症
⑫トレーニング視点欠乏症

Ｈ．根本原因　（６３事象）

根
本
原
因

Ｈ３．マネジメント疾患

最初からある事象 プロジェクトを失敗に陥れる事象　（４大疾患） 開始後に起こる事象

原
因

Ｆ．エンジニアリング欠陥　（６２事象）

誘
発
要
因

（欠陥見逃し原因） （欠陥作り込み原因）

早期発見

失敗確認
事象

（咳・鼻水）

Ｇ．プロセスミス　（８０事象）

背
景
要
因 再

発
防
止
・
未
然
防
止
対
象未然防止

根本対処
事象

（病因）

Ｃ１．利用者障害

自力是正

報告/相談
事象

（発熱）

Ｄ．プロジェクト欠陥　（７４事象） Ｅ．成果物欠陥　（３０事象）

直
接
原
因

応
急
処
置
対
象

応
急
処
置
／
再
発
防
止
の
対
象

（
症
状

）

重症度 問題として捉える必要のある事象　（３６７事象） 因果関係

トラブル
（危篤）

現
象

第３者介入

立て直し
事象

（脱水状態）

Ｂ．プロジェクト障害　（２８事象） Ｃ．成果物障害　（２０事象）

Ｂ２．プロジェクト障害

③プロジェクト中断 ⑥納期遅延 ⑦本番誤操作 ⑩本番システム障害⑤コスト超過②取引き停止 ⑨品質強化要請①メンバー離脱 ⑧Ｇｏａｌが見えない障害対応

【背景色の表記】

Ｑuality事象

Ｄelivery事象

ＱＤ以外の事象

④品質起因での無償業務代行Ａ

Ｈ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｇ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

最後に｡｡｡ 

本日紹介した「プロジェクト健康診断_問診票」は、 

ソフトウェア開発や保守を請負うケースで 

あり、多種多様な状況を包含しなくてはい 

けないため、事象表現が一般的な表現と 

ならざるを得ない。 

しかし、製品開発や特定企業向けの開発や保守を行っているケース 

では、事象をより具体的な表現で記述できる（例えば、業務名や機能名を使 

った表現が可能だし、「〇〇部長の合意を取っていない」をプロジェクト欠陥と定義してもよい） 

ため、トラブル回避に対する有効度は更に高いものになると考える。 

 つまり、今後のコト作り(３)で取り上げた「プロジェクトの見える化」を、 

いきなり実施できると考える。是非、トライして頂きたい。 


